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◉十五年戦争極秘資料集　補巻❶〜�
❶	毒ガス戦教育関係資料
	 内藤裕史 編・解説	 	定価　19,800円
❷	毒ガス戦関係資料Ⅱ
	 吉見義明・松野誠也 編・解説	 	定価　19,800円
❸	思想彙報Ⅱ
	 荻野富士夫 編・解説	 	定価　16,500円
❹	戦時下国民栄養の現況調査報告書〔昭和18年〕
	 金子　俊 編・解説	 	定価　16,500円
❺	第一次上海事変における第九師団軍医部「陣中日誌」
	 野田勝久 編・解説	 	定価　19,800円
❻	廬溝橋事件期支那駐屯憲兵隊　重松関係文書
	 北　博昭 編・解説	 	 定価　9,900円
❼	韓国併合始末 関係資料
	 海野福寿 編・解説	 	定価　10,450円
❽	軍隊警察の対立と憲兵司令部　重松関係文書Ⅱ
	 北　博昭 編・解説	 	 定価　9,900円
❾	南方地域現地自活教本
	 野田勝久 編・解説	 	 定価　9,350円
❿	戦後の皇軍  重松憲兵少佐綴
	 北　博昭 編・解説	 	 定価　9,900円
⓫	二反長音蔵・アヘン関係資料
	 倉橋正直 編・解説	 	 定価　9,350円
⓬	東亜諸民族の死亡に関する衛生統計的調査
	 金子　俊 編・解説	 	定価　13,200円
⓭	関東軍参謀部作成 総動員関係調査資料
	 永島勝介・安冨　歩 編・解題	 	 定価　9,350円
⓮	軍律法廷審判例集
	 北　博昭 編・解説	 	 定価　9,350円
⓯	南方方面海軍資料
	 野田勝久 編・解説	 	定価　10,450円
⓰	陸軍に於ける花柳病
	 早川紀代 編・解説	 	定価　10,450円
⓱	毒ガス戦教育関係資料Ⅱ
	 内藤裕史 編・解説	 	 定価　9,350円
⓲	十五年戦争末期国内憲兵分遣隊報告
	 北　博昭 編・解説	 	 定価　9,900円
⓳	日本占領下上海における日中要人インタビューの記録
	 髙綱博文 編・解説	 	定価　10,450円
⓴	満洲国軍ノ現況
	 松野誠也 編・解説	 	定価　19,800円
�	ベンゾイリン不正輸入事件関係資料
	 倉橋正直 編・解説	 	 定価　9,350円
�	終戦後の法令制定・改正・廃止経過一覧
	 茶園義男 編・解説	 	定価　10,780円
�	陸軍軍医学校防疫研究報告　全8冊・別冊1
	 常石敬一 解説	 揃定価　177,100円

�	山東出兵時における「第三師団特種研究記事」
	 福島幸宏 編・解説	 	定価　30,800円
�	宣撫月報　全8冊・別冊1
	 山本武利 解説	 揃定価　159,500円

�	五・一五事件期憲兵司令部関係文書
	 北　博昭 編・解説	 	定価　13,200円
�	関東軍化学部・毒ガス戦教育演習関係資料
	 松村高夫・松野誠也 編・解説	 	定価　22,000円
�	 資料集成　戦争と障害者〔第Ⅰ期〕全7冊
	 清水　寛 編	 揃定価　154,000円

�	陸軍省『調査彙報』　全5冊・別冊1
	 松野誠也 編・解説	 揃定価　83,600円

�	外邦測量沿革史　草稿　全4冊・別冊1
	 小林　茂 解説	 揃定価　124,300円

�	大同保育隊報告
	 藤野　豊 編・解説	 	定価　16,500円

�	戦場心理の研究　全4冊
	 岡田靖雄 解説	 揃定価　35,200円

�	満洲事変日誌記録　全3冊
	 芳井研一 解説	 揃定価　39,600円

�	「合作社事件」関係資料　全2冊
	 「合作社事件」研究会編・解説	 揃定価　44,000円

�	情　報　全9冊・別冊1
	 三好　章 解題	 揃定価　149,600円

�	 南満州鉄道株式会社 帝国議会説明資料・別冊
	 芳井研一 解説	 	定価　13,200円
�	陸軍経理学校五十年史　全3冊
	 中野　良 解説	 揃定価　39,600円

�	『研究蒐録　地図』　全3冊
	 小林茂・渡辺理絵 解説	 揃定価　59,400円

�	東京時事資料月報
	 芳井研一 解説	 	定価　13,200円
�	特調班月報・通訊　全4冊
	 三好　章 解題	 揃定価　70,400円

�	大阪府特高警察関係資料 ━昭和二〇年
	 塚﨑昌之 解説	 	定価　22,000円
�	憲兵隊が記す日中開戦時の国内状況
	 北　博昭 編・解説	 	定価　20,900円
�	内外地憲兵隊にみる検閲錬成
	 北　博昭 編・解説	 	定価　22,000円
�	戦時下政治行政活動史料 1941−1945　全3冊
	 古川隆久 編・解説	 揃定価　62,700円

�	海軍軍法会議判例類集
	 北　博昭 編・解説	 	定価　20,900円
�	陸軍軍法会議判例類集　全2冊
	 北　博昭 編・解説	 揃定価　41,800円

�	総力戦研究所関係資料集　全9冊・別冊1
	 粟屋憲太郎・中村 陵 編・解説	 揃定価　168,300円

�	台湾総督府第六十回帝国議会説明資料　全5冊
	 河原　功 解題	 揃定価　104,500円

�	迫撃第五大隊毒ガス戦関係資料
	 松野 誠也 編・解説	 	定価　22,000円
�	台湾議会設置関係書類
	 若林 正丈 解説	 	定価　27,500円
�	海軍兵学校第三七期クラス会誌『海軍生活の思い出』全1冊
	 沖田 恭祐 解説	 	定価　20,900円
�	 東京大学薬学図書館薬史学文庫所蔵「北支関係・満洲関係」綴　全３冊
	 折原　裕 解説	 	定価　59,400円
�	陸軍軍医学校防疫研究報告 第9冊・補遺　全1冊・別冊1
	 常石敬一 解説	 揃定価　22,000円

�	日本人捕虜関係資料
	 内海愛子・宇田川幸大 編・解説	 	定価　22,000円
�	陸軍登戸研究所関係資料
	 松野誠也 編・解説	 	定価　30,800円
�	尖閣群島測候所建設調査報告
	 三木　健 編・解説	 	定価　16,500円
�	満洲武装移民関係資料　全3冊
	 森　武麿 編・解説	 揃定価　83,600円

�	戦時農業団体・配給統制資料
	 齋藤邦明 編・解説	 揃定価　30,800円
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産業組合中央会「管理米及政府米の保管蒐荷配給に関する資料」
1941年５月（資料３）
各地域の農業倉庫の実態を調査・報告した資料。農業倉庫の整備・充実のあり方
をめぐって、不満が出てきていることが確認できる。

戦前・戦中・終戦直後の農業団体の変遷
戦前から戦後にかけて、団体統制下で再編成された農業団体を整理、一望する。

（齋藤邦明作成）

産業組合中央会「皇国食糧充足計画要綱」1943年ごろ（資料10）
「天分調査」「町村一家体制ノ確立」などが唱えられ、報徳運動と連動するかた
ちで構想された計画だが、結局は日の目をみずに埋もれた施策だったと考えら
れる。後者については、戦時スローガンのひとつとして全国の町村に膾炙した。

玄米が積み上げられる倉庫の様子『写真週報』1941年３月より。

⃝「皇国食料充足計画要綱」とは何か？⃝「皇国食料充足計画要綱」とは何か？
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歴
史
的
な
解
明
に
迫
る
！

１、戦前から農業団体法施行以前まで
農会関係 産業組合関係

全国 帝国農会
（1910年）

産業組合
中央会
（1910年）

全国購買販売
連合会
（1941年）

産業組合
中央金庫
（1923年）

中央農業協力会
（1941年４月）

府県 府県農会

産業組合
連合会

郡 郡農会

市町村 町村農会 市農会 市町村
産業組合

２、戦中：農業団体法施行後（1943年）

全国 中央農業会
（1943年９月）

全国農業経済会
（1943年９月）

農林中央金庫
（1943年）

府県 道府県農業会

市町村 市町村農業会

３、終戦直後：農業協同組合設立前（1947年５月）

全国 全国農業会
（1945年９月～1948年８月）

農林中央金庫
（1943年）

府県 都道府県農業会

市町村 市町村農業会

出典：「農業団体系統組織概略」『農業会史』農林省農政局、1951年より作成。


